
A+B＝肯定的評価 85% 以上

75% 未満

教職員 児童 保護者

・社会科、生活科、道徳科、総合的な学習の
時間を研究教科とし、自分の考えを持つ工
夫、伝え合う場の工夫、話し合いを通して学
びを深める工夫について、全学年で取り組
む。

90% 96%

・ICT機器（タブレットPC・書画カメラ・大
型モニター・プロジェクター等）の効果的活
用、学級や一人一人の特性に応じた配慮や言
葉がけを意図的に行う。

87% 91%

安定した学級経営に基づいた学習
指導を行う（「だんだんタイム」
「トークタイム」との関連づ
け）。

・友達と関わり合いながら学習するよさを実
感できるように、「だんだんタイム」「トー
クタイム」の時間などを使って話し合いの素
地を養う。

85% 62%

図書館教育に関わる教職員のスキ
ルアップを図る。

校内研修や外部の研究会に積極的に参加し、
学校図書館を使った系統的な学習指導をめざ
した授業づくりに取り組む。

92%

学校図書館の環境整備を進め、読
書活動や調べ学習に取り組む意識
を高める。

・学校図書館運営委員会を設置して、図書館
の環境整備を進める。また、進んで本を読ん
だり本を活用して調べたりする活動を計画的
に行う。

100% 63% 89%

書取会、計算会等を定期的に実施
して、基礎学力の向上を図る。

・計算会や書取会を計画的に実施するととも
に、それに向けた学習の仕方の指導や実施後
のフォローを行う。

85% 85% 86%

・自主学習（予習・復習）等のよい例(モデル)
を示し、内容が充実する指導を行う。

86% 77%

・一人一人の実態に応じた家庭学習に関する
指導の工夫を行う。

75% 86%

・学級経営案に基づき、人権・同和教育を基
底に据えて安心してすごせる集団づくりに努
める。

76% 88%

・「だんだんタイム」「トークタイム」を推
進して、「温かい話し方・聞き方」の定着を
図る。

79%

・「思い合う心」が意識できるような指導を
日常的に行う。

73% 85%

メリハリのある指導を行い、子ど
もの自己肯定感や善悪の判断力を
育てる。

・しっかりほめる、教えるべきことは教えて
徹底させるといったメリハリのある指導を行
う。

75% 93% 89%

・ＱＵアンケートや心の健康観察を有効に活
用し、学級集団づくりを行う。

・全児童を対象とした教育相談（ほっとトー
ク）を全職員で定期的・効果的に行うととも
に、家庭、関係機関、スクールカウンセラー
等と児童理解について連携を図る。

90% 86%

「いじめ防止基本方針」に則り、
未然防止、早期発見・早期解決、
重大事態への対処に取り組む。

・いじめについて情報共有を図り、「おかし
い」と感じたときは迅速に組織的な対応を行
う。

92% 88% 75%
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評価の具体・改善策 地域学校運絵理事会評価

め
ざ
す
子
ど
も
像

（１）
進んで
学ぶ子

「仲間
と共に
学び伸
びよう
とする
子」

（１）学ぶ楽しさ、
わかる喜び、共に学
ぶよさが実感できる
授業を創造し、自ら
学ぼうとする子ども
を育成する。

①「考え、深め、
広げる」校内研究
の計画的な推進
（探究的な学び・
図書館教育）

「学校図書館活用
教育研究事業研究
指定校」を活用し
た研究体制づくり
の推進

（２）
やさし
い子

 「相互
に思い
合うこ
とがで
きる
子」

（２）様々な人とか
かわる学習や豊かな
経験を通し、「思い
合う心」で自分や他
者を大切にする子ど
もを育成する。

①安定した気持ち
で生活できる学級
経営
（「だんだんタイ
ム」「トークタイ
ム」との関連づ
け）

92%

◇話合い活動に対する肯定的評価を高めるために，主に①～③が考えられ
る。
①　話し合いたい課題設定（教材研究）
→　教科の特性と児童の実態に応じたものを指導者が検討していく。必然
性，言わないと困る状況，問い（発問）
②　安心できる集団（基盤づくり）
→　「だんだんタイム」（話合いスキル・コミュニケーション力の向上のた
めの時間）をはじめ，安心してすごせる学級経営に努める。
③　発表スキルの獲得
　ア）　トークタイムに思考ツール（考えをまとめるワークシート）を使っ
た活動を行う。
　　　　　　　→　３学期は隔週でトークタイムを行う。
　イ）　意見を持って参加する機会をつくる。
→話合いの中で、考えを付箋，メモに書くなど意見の視覚化を取り入れる。
　ウ）　友達の発表を再現させ，考えの伝え方の経験を重ねる。
→　ペア，グループ活動を有効的積極的に取り入れる。
◇国語科以外でも，図書資料が活用できる教科では積極的に図書館を活用す
る。
◇図書館活用教育について，思考ツールの使い方を含めてミニ研修を行う。
来年度のスタートで各学年の児童が身につけておかないといけない情報活用
スキルなどを確認しておく。

・ICT教育が進められる
中、学校図書館を活用した
学習指導に力を注ぐ学校の
方針は素晴らしい。今後も
知識を広げる図書を授業で
積極的に活用してほしい。

②学力育成計画に
基づいた学力育成
の取組

◇家庭学習は「漢字練習」「計算練習」「音読」，３年以上は「予習・復
習」の４つを基本として毎日出す。年度初めに低・中・高学年に応じたそれ
ぞれの量・やり方を確認，検討して決める。点検をスクールサポートスタッ
フに依頼する場合，「漢字ならこのように」「計算プリントならこのよう
に」と学年間で相違のないように年度初めに決めておく。
◇書取会，計算会の再テストの時間の確保も難しいことと，児童の負担を減
らすために、再テストは，丸々すべてをする方式は避け，間違った問題に特
化したやり方で行う。３年生以上は予習復習ノートを用いて，書取会や計算
会，通常のテストの間違い直しを行う。
◇予習・復習ノートの好例の紹介の回数を増やし，取組への意識を高める。

・基礎学力の向上を図るこ
とは大切であり、実施後の
フォローが大事である。児
童のわかる喜びを育て、学
習意欲の向上につなげてほ
しい。家庭学習を充実させ、学習習慣の

定着を図る。
100%

学校図書館を使った系統的な学習
指導を行う（ICT教育との融合を
めざした授業づくり）。

相互に認め合える雰囲気が醸成で
きるように、学級を基盤として全
校体制で、人権感覚に支えられた
豊かな心をもつ子どもを育てる。

85%

◇名前の呼び方等について
・教職員は、児童を常に〇〇さんで呼ぶ。
・児童は、どんな場合も呼び捨てやあだ名では呼ばない。（授業以外は〇〇
さん、〇〇くん、〇〇ちゃん、授業中は、〇〇さんで呼ぶことを徹底す
る。）
・目上の人に対する言葉遣いについて、継続的に指導する。
◇朝の活動について
・８：１５になったら、静かにすることを徹底する。（提出物等、まだする
ことがある場合も静かに行動する。）

・児童一人一人を今後も丁
寧に見ていただき、良いと
ころをしっかりとほめ、自
己肯定感を育てていってほ
しい。

②いじめや差別、
不登校・行き渋り
の未然防止

QUアンケートや心の健康観察や
ほっとトーク等の取組を行い、い
じめや差別を生み出さない温かい
人間関係をつくろうとする子ども
を育てる。

92%

◇温かい人間関係づくり・いじめの早期発見について
・1学期から取り組んでいる「思いやり」についての取組（学級や学校全体）
を継続していく。
・早期発見や解決に向けて、気になる児童についての情報交換の機会を継続
してもつ。
・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーにつなげたり、支援
会議を計画的に設けたりしていく。

・ある日のあいさつ運動
で、登校班のそれぞれが楽
しそうに歩いてきた。学校
での活動に起因しているも
のだと感じ、教育活動の大
切さを感じた。
・いじめや差別、人を傷つ
ける言葉づかいのない学校
にする思いのもとに連携し
たい。

◆教職員は１目標につき、１アンケートを行い、その数値を表示した。
◆児童、・保護者は、１目標につき複数アンケートを行った項目があり、その項目は、平
均値を表示した。



教職員 児童 保護者
重点項目 経営の基本方針 学校経営の重点 目標 目標達成のための具体的な取組

評価
評価の具体・改善策 地域学校運絵理事会評価

・スマイル週間の取組の事前・事後指導を充
実させる。

77% 82%

・学年の発達段階や実態に応じたメディアと
の関わり方の指導を確実に実施する。

・授業公開や学級・学校だよりにより、メ
ディアとの関わり方について、保護者への啓
発と協力依頼を行う。

・あいさつ、履物そろえ、無言そうじ、廊下
歩行について、それをすることの意味や効果
について指導し、徹底を図る。

84% 81%

・学校外でも適切なふるまいができるよう
に、児童・保護者への啓発を行う。

①様々な地域の人
との交流・関わり
を大切にした教育
の推進

地域の方や関係諸団体との連携を
進め、地域の自然・文化・人材を
活かした教育を進める（コミュニ
ティセンターや地域の諸団体との
連携）。

・地域のゲストティーチャーを招いての学習
や地域団体との協力関係を活かした体験型の
授業を行う。

100% 89% 97%

②地域の方と共に
成長していくこと
ができる関わり

地域の豊富な素材にふれたり、体
験したりする活動を行い、ふるさ
と「出東・斐川」のよさ（宝）が
実感できるようにする。

・生活科、社会科、総合的な学習の時間等に
おける教材開発を積極的に行う。

100%

学力育成の取組　　（１）ー②による

「だんだんプロジェクト」の推進、人権集会
の実施

②職員研修の充実
職員研修を充実させ、職員の「人
権に関する知的理解」を進め、人
権感覚の育成を図る。

計画的・継続的な人権・同和教育の職員研修
（６年生の同和問題学習の研修）

100%

・校報、学校だより、ＢＬＯＧ等による学校
全般の情報発信を行う。

・学級だより等により、日常生活や授業に関
する情報発信を行う。

授業公開日，学校行事，個人面談
等による学校理解を進める。

・授業公開日、学校行事、個人面談により、
児童理解と学校理解を進める。

100% 95%

92%

◇メディアについて
・２学期の終業式で伝えた①～⑤のことが、一過性で終わらないように、定
期的にふり返ったり、現状を把握したりしていく。
①ゲームの対象年齢区分を守ること
②自己コントロールする力を家庭・地域と連携して育むこと
③休日・長期休業中のメディア使用は１日２時間までというきまり
④人を大切にする言葉づかい
⑤コミュニケーション力の育成等⑥ゲーム以外の多様な活動機会の情報提供
◇生活リズムについて
・今年度スマイル週間の指導として取り組んできたことを継続していくと共
に、保護者に向けた啓発も根気強くしていく。
◇まず３学期は、廊下歩行と掃除の仕方の２つから改善する方向で取り組ん
でいく。
〇廊下歩行について
・廊下を走っている児童を見かけたら、呼び止め、「歩きます。」と指導す
る。
・廊下歩行の強化月間を設ける。
この期間は、廊下を走っている児童を呼び止め、指導した後、まだ走って行
くようであれば、指導した場所からやり直しをさせる。走って行ってしまっ
た場合は、担任に報告し、指導してもらう。
〇掃除について
・第Ⅲ期の掃除が始まるまでに、掃除の仕方を再確認し、改善すべきところ
は改善していく。

・地域のあいさつ運動で
は、元気よく気持ちの良い
あいさつができる子どもが
少ないと感じる。学校外で
も、だれにでもきちんとあ
いさつができるような指
導・育成が必要である。
・廊下を走る問題につい
て、注意し合う友達同士、
上学年と下学年のかかわり
を活用していくと問題の解
決だけでなく、心の教育に
も効果があると思う。
・廊下を走る子どもは、地
域の活動（コミセンの活
動）でも見られる。学校、
地域で協力して子どもに声
を掛ける必要性を感じる。
・家庭でのあいさつが少な
い、機会が少ないという話
題もあったが、まずは自分
からという思いを大人も子
どもも持ちたい。
・「望ましいふるまいがで
きる子」について、特に廊
下歩行について子どもたち
に浸透する具体策を望む。

「望ま
しいふ
るまい
が日常
的にで
きる
子」

（３-2）いつでも ど
こでも だれにでも元
気なあいさつができ
る子どもを育成す
る。

②ふるまいの日常
化をめざした「４
つの伝統」の浸透

場に応じたあいさつやふるまいが
できる子どもを育てる（特に校外
でのあいさつと安全な廊下歩
行）。

31%

「生活
習慣を
整える
ことが
できる
子」

（３-1）生活習慣の
改善や体づくりの促
進を通して、自らの
健康づくりにねばり
強く取り組む子ども
を育成する。

①メディアとの関
わりを中心とした
望ましい生活習慣
の育成

スマイル週間の事前、事後指導と
個別の指導を行ったり、保護者及
び地域への啓発活動を行ったりし
ながら、メディアと適切に関わ
り、心身ともに健康に過ごすこと
ができる子どもを育てる。

・毎年行っている「ふるさと教育」に加え、今年度は６年の平和学習（出東
地区への学童疎開についての学び）などがふるさとに関する学習としても実
施することができ、ふるさと教育の児童への意識化ができたと思われる。
　⇒　来年度以降も継続して平和学習の講師依頼を行い活動を充実させてい
く。

・年間を通して、地域の子
ども事業に出東小児童が参
加し、地域で達成感、充実
感を感じ喜んでいる。今後
も地域コミュニティの拠点
として期待している。

基
盤
の
取
組

(5)同和
教育を
基底に
据えた
教育活
動

「人
権・同
和教育
の推
進」

互いの人権を尊重す
る教育の推進と児童
の健全育成をめざ
し，児童・教職員と
もに人権意識の向上
を図る。

①「進路保障」を
柱とした全教育活
動を通した取組

子どもたち一人一人の学びの保障
する。また、人権が尊重される環
境づくりを進める。

92%
・夏季休業中の研修での６年同和問題学習に関する研修など計画通りに研修
が進められた。ミニ研修で短時間ではあるが、多方面にわたって研修ができ
てよかった。

め
ざ
す
子
ど
も
像

（３）
元気な
子

（４）
ふるさ
とを愛
する子

 「地域
のよさ
を自分
の言葉
で語れ
る子」

（４）地域の豊かな
教育資源や人材を生
かしたふるさと学習
を展開し、ふるさと
「出東」のよさ
（「出東・斐川の
宝）を実感しこの地
域に生まれ育ったこ
とを誇りに思う子ど
もを育成する。

・生活の姿勢に目を向け、
その背景から課題を考える
ことで、人生の土台である
幼児の過ごし方を今一度見
直したり、家庭、地域、小
中との連携を考え、1人1人
を大切にしていきたい。

（６）
開かれ
た学校
づくり

「学校
教育へ
の理
解」

学校の教育方針や学
級の様子に関する情
報発信を行い、保護
者・地域の学校理解
を図る。

①デジタルや紙媒
体、対話等の良さ
をいかした情報発
信と学校理解

校報，学校だより，ＢＬＯＧ，学
級だより等による情報発信を行
う。

100% 94% ・今年度は、「校報」を学期１回、年計３回の発行を行ったが、職員の業務
負担も大きい。
⇒内容を精選して年２回発行（前期・後期）の計画を立てる。

・今後も、学校だより、
BLOG等で、分かりやすく
学校の様子を発信し、学校
からの情報を多くの人で共
有し、めざす方向性を揃え
ていってほしい。

（７）
健康の
保持･
元気に
学ぶ教
職員集
団

「みん
なで学
ぶ教職
員集
団」

みんなで教え合い、
みんなで学ぶ雰囲気
を醸成する。

①様々な形でみん
なで「教え合う」
風土をつくる。

若手教職員をはじめとして、全教
職員の資質・能力向上のために、
全教職員が積極的に関わり、みん
なで学ぶ場とする。

・フォローアップ研修、研究授業、日常の業
務等において、教職員同士がお互いに建設的

に関わり、学び合う。
100%

・今年度の働き方改革の方向性を「①各職員が自分の勤務状況を把握する。
②各職員が働き方改革の意義を理解し、目標設定する。③全職員が管理職の
支援のもとで環境整備、雰囲気作りに努める。」とした。その結果、業務の
精選による負担軽減、サポート体制・意識の向上が見られた。そして、風通
しの良い雰囲気とやさしく寛容な他者理解を大切にした職場となってきてい
る。
⇒共通理解事項を今後も徹底する。①職員室のなんでも話せる雰囲気つくり
を行い、改善、精選等を話題にする。②職員室や教室等の施設、備品等の整
備のアイデアの声をあげる。③「ICT」と地域の「ひと・もの・こと」を更に
活用して業務を行う。
そして、令和８年度に向けての具体策として次のことを考えている。
①日直の仕事の見直しと整理を行う
②行事等の準備、片付け及び職員作業の負担軽減のための体制と方法を検討
し実行する。
③昨年度整えた引継ぎの強化と継続を行う

・家庭訪問の廃止、学習成
果発表会への変更等による
職員の負担軽減が時間的精
神的ゆとりを生み出してい
ることは良いことである。
先生方にとって良い職場は
児童にとっての楽しい学校
につながる。
・令和８年度に向けた変更
点は、今年度までの半生を
踏まえたものであり、子ど
もたちにも先生方にも良い
影響が期待できる。

「働き
方改
革」

働き方改革を積極的
に推進しながら、メ
ンタルヘルスの維持
に努める。

①教職員が心身と
もに健康で過ご
し、働きやすい職
場を創造する。

２学期制への移行を視野に入れ、
行事を精選化・スリム化し、面接
等を含めた話合いにより、できる

ところから実行する。

・ねらいを達成する中で効率化・簡略化の視
点を持ち、２学期制への移行を視野に入れて

業務や行事等を見直す。
93%


